
しいものはない.すぐにでも作り得るシステムで

ある. FA(製造)の場面ではすでにこの考え方の

システムは実施されつつある. OA(業務)への適

用が遅れているにすぎない.これは先に述べたよ

うに，計画一管理一実行をフォローする事務の連

動を重視していない企業内の事務体制の問題であ

る.このシステムの提起により，この企業の事務

体制の見直しの動機作りになることを期待してい

る.利益確保を考え，実施する方便は事務から始

まることを忘れてはならない.現在，工場内の設

@数理計画(九州ü 修

-第 1 回

日 時: 5 月 21 日(土) 場所:九州大学

出席者: 31名

(1) r経営計画のための情報管理とインセンティプ管

理j 浜田和樹(西南学院大)

経営計画において部門単位と全体を通じての最適化を

行なうに当って，①LP プログラムを用いた主計画と副

計画のシャドゥプライス操作による調整，および②最大

のインセンティプを得るための情報交換，の 2 点を中心

に論じた.

(め 「整数計画法への乱数の応用一切除平面法の計算

法」須永照雄(九州大工学部)

整数計画法において，物理量を処理する実数概念とし

ての区間，および独立性の強い切除平面法の導入の必要

性を説き，乱数の使用による頑健性のある新しい計算法

を提案した.

全体を通じて多数の参加者があり，質疑応答が活発に

行なわれて盛会であった.

物現場の OR教育場

-第 4 回

6 月 17 日 15:00-17:00

パソコンのプログラムパッケージの中でOR関係のも

のの調査報告があり，それらの利用について討議した.

1983 年 8 月号

備，機械の自動化は急速に進んでいる.これらの

稼動データは集約され管理システムに結合してい

る (F A化の進展).経営・管理の事務処理システ

ム (OA化)は，この FAシステムとの結合を指

向している.また外部情報システム(I NS およ

び銀行システム等)との結合も可能である(図 4

参照). 

筆者はこのトータルシステム(経営情報管理シ

ステム・ M 1 S) の中堅企業への展開を期待して

いる次第である.

次回は線形計画法について，会員各社での経験をもとに

教材の素案をそれぞれ考え，もち寄ることとした.

場参待ち行列システム務

-第 3 回

日時: 6 月 18 日(土) 14:30-17:30 

場所:東京工業大学(情報科学科会議室)

出席者: 31名

テーマと講師:

・ QS3-1 有限容量バッファをもっ計算機におけるjob

の待ち行列の解析 (中田勝啓・玉川大)

M/G/1/K モデルのオーパーフロー特性の解析

• Q S 3-2 Comparability and Monotonicity /Me-

trics サーベイ (森雅夫・東工大)

・ QS3-1 問題提起 :j新しい simulation言語の必要性

(米田清，藤原睦・東芝総研)

義務未来分析磯

-第 B 回

日時: 6 月 18 日(土) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館

議題:日本の商人道と 21世紀(日本の経済合理主義

の歴史的系譜)上回イノベーション研究所

上田亀之助

内 容日本の経済を支配している原点は何かJ を

掘り下げることは， 本部会のひとつのテーマである.

「日本では経済学は発達しなかったが経済は発達したJ

との仮説に対し，日本の商人道の研究は実証的価値があ

った.われわれが経済問題あるいは経営問題を考えるう

えで，徳川時代に発達した経済合理主義は示唆に富むも

のがあるし，さらに深く研究する必要性のあることが痛

感された.
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